
第５回府中市生涯学習審議会での府中市生涯学習センターに対する意見まとめ 

 

 

①立地とアクセス 

 →バスの便を増やすための提案や、それが無理なら NPOなりを立ち上げてシャト

ルバスを運行するなどといった意見が自発的に出てくるような仕組みづくりが

必要ではないか。 

 

②市民対応 

 →しっかりとルールにのっとってやっているとも言えるが少し厳しい。 

「できない」を前提に話をされる。 

  もう少し緩く活動を見守るという視点でやってほしい。（受け入れる姿勢） 

 

③相談機能 

 →圧倒的に不足している。  

社会教育主事はいるが、アピールが足りていない。（HPなど） 

どこに意見や要望を言っていいかわからない。 

団体を作った後に継続のための案内ができるのか。 

 

④位置づけ 

 →市内町内会、文化センターとの連携 

課題解決のための中心施設として位置付ける。 

 

⑤雰囲気 

 →館内が暗い。 

HPが物事の羅列になってしまっている。 

 

⑥そのほか 

 →ファシリテーターなどは経験を通して育つため、市の担当と地域の協力者（指定

管理者やファシリテーターなど）の両輪であると良い。 

資料２ 


